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御
亭
山
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

                         

平
成
２
７
年
６
月
２
１
日
（
日
）
第
２
回
登
山
教
室
と
御
亭
山
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

午
前
７
時
、
登
山
教
室
組
５
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
１
１
名
が
大
雄
寺

下
駐
車
場
に
集
合
す
る
。
前
日
の
天
気
予
報
で
は
朝
か
ら
雨
の
予
報
で
し

た
が
、
曇
り
空
と
な
り
、
あ
り
が
た
い
で
す
。 

挨
拶
の
後
、
登
山
教
室
組
の
見
送
り
で
御
亭
山
に
向
か
い
、
駐
車
場
に

７
時
３
０
分
到
着
、
作
業
に
取
り
掛
か
る
。
和
知
さ
ん
に
草
刈
り
機
の
確

認
を
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
行
動
す
る
。
草
刈
り
ベ
テ

ラ
ン
の
和
知
さ
ん
・
伊
藤
さ
ん
、
さ
す
が
に
手
慣
れ
た
も
の
で
素
晴
ら
し

い
。
女
性
陣
で
は
金
丸
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん
の
見
事
な
手
捌
き
に
脱
帽
。
草

刈
り
機
６
台
に
て
順
調
に
作
業
が
進
む
。
手
鎌
班
も
奮
闘
す
る
。
間
に
休

息
を
い
れ
な
が
ら
御
亭
山
（
幸
峰
・
希
望
峰
）
一
旦
予
定
通
り
終
わ
っ
た

頃
、
登
山
教
室
組
も
到
着
す
る
。 

全
員
集
合
出
来
た
の
で
山
頂
に
て
記
念
写
真
。
ま
だ
ま
だ
１
２
時
に
は

な
ら
な
い
が
朝
食
が
早
い
の
で
昼
食
タ
イ
ム
に
す
る
。
管
理
棟
を
お
借
り

し
た
の
で
移
動
。
金
丸
さ
ん
提
供
の
須
賀
川
お
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
弁
当

を
広
げ
談
笑
に
花
が
咲
く
。 

ひ
と
時
後
、
駐
車
場
の
崖
を
利
用
し
て
ザ
イ
ル
裁
き
の
訓
練
を
行
う
。 

ま
た
登
山
組
と
別
れ
、
次
に
我
々
は
大
篠
平
に
移
動
す
る
。
入
り
口
付
近

は
バ
ラ
グ
ミ
等
の
草
木
が
生
い
茂
っ
て
大
変
で
し
た
が
努
力
の
甲
斐
あ
り

綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
１
時
過
ぎ
作
業
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

（
植
竹
健
治 

記
） 

    

１ 

 

全員集合          御亭山頂にて 

 
荒木さん刈り払い機

デビューです 

 
この覆面娘（？）は誰じゃ？ 

 
逞しいぞ！金丸さん 
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作業前 

 
作業後 

 
作業開始前はこんな感じでした 

 
 作業中 

 

  作業の合間に 休憩中 

 

 

誰が植えたか 

アヤメが咲いていました 
 

 大篠平からの入り口付近 
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第
２
回
登
山
教
室
（
御
亭
山
） 

黒
羽
山
の
会 

平
成
２
７
年
６
月
２
１ 

日
（
日
）
午
前
７
時
丁
度
、 

大
雄
寺
駐
車
場
に
集
合
。 

山
の
会
の
御
亭
山
整
備
作 

業
と
同
時
開
催
と
な
っ
て 

い
た
た
め
、
作
業
開
始
前 

の
開
会
行
事
と
同
時
に
登 

山
教
室
の
開
会
行
事
を
並 

行
し
ま
し
た
。
植
竹
会
長 

の
挨
拶
の
後
、
受
講
生
の 

紹
介
と
生
徒
の
挨
拶
が
有 

り
、
和
気
藹
藹
の
う
ち
に 

進
行
さ
れ
て
そ
の
日
の
ス 

 

タ
ー
ト
が
き
ら
れ
た
。 

登
山
教
室
の
生
徒
は
、
大
田
原
市
の
広
報
紙
に
載
せ
て
宣
伝
し
た

の
で
、
当
初
２
１
名
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
不
都
合
者
続
出
で
当
日

に
は
、
僅
か
２
名
の
参
加
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
念
の
極
み
で
あ

る
。
結
果
的
に
は
、
講
師
３
名
と
受
講
生
２
名
の
異
例
の
講
習
会
と

な
っ
た
。 

し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
き
ち
ん
と
実
行
さ
れ
た
。
駐
車
場
で

地
形
図
を
配
布
。
①
磁
北
線
②
等
高
線
③
縮
尺
に
つ
い
て
講
義
が
な

さ
れ
た
。 

愛
宕
神
社
の
階
段
を
上
る
。
３
６
５
段
あ
る
が
、
数
え
る
度
に
数

が
違
っ
て
く
る
と
い
う
。
神
社
の
分
岐
に
は
標
識
に
あ
と
６
㎞
と
あ

る
。
飯
綱
神
社
の
分
岐
と
表
示
テ
ー
プ
の
表
示
方
法
。
神
社
の
高
み

か
ら
少
し
降
り
る
と
尾
根
状
の
雑
木
林
に
出
る
。
小
ピ
ー
ク
で
登
路

は
、「
南
へ
」
か
ら
「
東
へ
」
と
変
わ
る
。
等
高
線
か
ら
こ
こ
の
標
高

は
、
２
６
０
ｍ
と
読
め
る
。
○
＝
広
葉
樹
、
△
＝
針
葉
樹
の
植
物
記

号
を
確
認
。 

岡
沢
ボ
ッ
チ
の
独
立
峰
２
８
５
ｍ 

は
、
等
高
線
の
混
み
具
合
で
判
断
。 

こ
こ
か
ら
御
亭
山
の
方
向
を
知
る
。 

コ
ン
パ
ス
の
当
て
方
と
ダ
イ
ヤ
ル
線 

と
磁
北
線
を
並
行
。
身
体
を
動
か
し 

磁
北
線
を
重
ね
る
。
方
向
の
確
定
。 

岡
沢
林
道
終
点
。
堀
割
状
路
の
両 

側
に
は
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
が
群 

落
。
林
道
よ
り
尾
根
に
沿
う
よ
う
に 

行
く
。
少
し
傾
斜
が
増
す
と
、
ま
た 

も
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
。
あ
と
は
、 

主
脈
尾
根
の
南
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
。 

そ
の
下
は
檜
、
上
は
雑
木
林
で
道
沿
い
は
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
の
群
落
。
樹

木
は
ホ
ウ
ノ
キ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
。
途
中
に
骸
骨
状
の
松
の
大
木
が
横
た

 

          大雄寺駐車場に集合 

 
 地図の読み方講習 



5-4 
 

わ
る
。
か
な
り
登
る
と
ま
た
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
。
路
を
塞
ぐ

様
に
繁
茂
し
て
い
る
。
大
き
な
カ
ー
ブ
の
奥
が
岡
沢
の
頭
だ
。
道
標

に
岡
沢
の
頭
と
あ
り
、
あ
と
３
㎞
と
あ
る
。
相
変
わ
ら
ず
尾
根
の
南

側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
で
徐
々
に
登
る
。
赤
松
が
か
な
り
出
て
き
た
。
珍

し
い
エ
ビ
ラ
ン
、
ノ
ギ
ラ
ン
あ
り
。
八
塩
沢
の
頭
に
到
着
。
下
に
小

手
谷
林
道
が
伸
び
て
見
え
る
。
シ
ノ
藪
を
少
し
下
り
、
二
つ
の
小
ピ

ー
ク
を
上
下
す
る
と
一
旦
舗
装
道
路
に
出
る
。
道
標
に
従
い
ト
ラ
バ

ー
ス
気
味
に
下
り
、
今
度
は
急
登
で
ハ
ッ
キ
リ
し
た
登
山
道
に
出
る
。

辺
り
は
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
キ
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
。
今
度

は
比
較
的
急
な
登
り
で
、
電
波
塔
施
設
の
あ
る
希
望
が
峰
へ
出
る
。

山
頂
付
近
の
草
刈
整
備
隊
と
合
流
。
更
に
本
峰
幸
の
峰
△
５
１
９
ｍ

で
登
山
教
室
隊
が
到
着
。
１
０
時
２
０
分
全
員
無
事
集
合
と
な
っ
た
。

山
頂
か
ら
の
那
須
・
日
光
の
山
座
同
定
は
無
理
で
あ
っ
た
。 

本
日
の
天
気
予
報
は
午
前
９
時
頃
を
最
高
に
大
雨
予
報
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
那
須
野
ヶ
原
の
平
坦
部
は
全
部
見
え
、
八
溝
山
系
の
山
々

は
、
萬
蔵
山
を
始
め
花
瓶
山
・
途
中
山
な
ど
全
部
見
渡
せ
た
。
予
報

に
反
し
て
雨
は
全
然
な
し
な
の
で
あ
る
。
頂
上
付
近
は
綺
麗
に
刈
り

払
わ
れ
芝
の
褥
状
態
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
諸
兄
姉
の
ご

努
力
に
感
謝
の
念
を
表
し
ま
す
。 

植
竹
会
長
が
予
め
北
滝
同
盟
会
の
了
承
を
得
て
お
い
た
管
理
棟
の

部
屋
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
盛
大
な
昼
食
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
受
講
生
の
お
二
人
、
池
田
・
折
橋
さ
ん
も
旧

知
の
仲
の
よ
う
に
打
ち
解
け
、
遣
っ
て
良
か
っ
た
の
印
象
が
残
り
ま

し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
、
Ｖ
Ｔ
Ａ
関
係
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
エ
ガ

ッ
タ
・
エ
ガ
ッ
タ
、
エ
ガ
ッ
タ
・
エ
ガ
ッ
タ 

 

（
藤
田
謙
三 

記
） 

 

 
御亭山駐車場にてザイルの訓練 

 

コアジサイ 

 
ショウジョウバカマ 

 

     ヤマブキショウマ 

 

オオバギボシ 

○参加者 指導者：藤田（報告）、大金（撮影）、 

坂本（記録） 

     受講生：池田、折橋 

○コースタイム 

 大雄寺駐車場－愛宕神社－飯綱神社－岡沢ボッジ 

   07:00    07:40    08:00   08:10 

－岡沢の頭－八塩沢の頭－希望ヶ峰－幸の峰（昼食）   

  09:15   09:45     10:30  11:00～11:40 

－下山開始－大雄寺駐車場（解散） 

  11:50    14：30 


